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※新型コロナウイルス感染症のために不便なこと、不自由ことが多い毎日でしたが、保護者の皆様、地域の皆様のご理解 
やご協力のおかげで今年度を終えることができそうです。心より感謝申し上げます。                               

杉並区立和田小学校 

学校だより 第４６８号 
令和３年３月９日発行 

校長  山岸 寛也 

 

三寒四温でまだまだ寒い日もありますが、確実に春の訪れを感じるようになってきています。２月の作品展

は、緊急事態宣言が延長されたために今年度は残念ながら児童だけの参観で実施しました。どの学年の作品も素

晴らしく、一人一人の個性が輝いていた作品ばかりでした。さらに、今回の作品展では友達の作品の良さを発見

できるように、鑑賞したときに気になった作品があったとき「＊年＊組＊＊さんへ とても丁寧で、すごく上手

でした。」「色づかいがとてもきれいでした。」という「ハッピーメール」を書くような取組をしました。どれ

も心温まるようなハッピーメールばかりで、給食中の放送でもたくさん紹介しました。また、PTAのホームペー

ジや、PTA広報誌、玄関の掲示でも作品展の様子がご覧いただけます。 

コロナ禍でソーシャルディスタンスをとることに配慮せざる負えない１年でしたが、心のディスタンスが大き

くならないように配慮してきました。作品展のハッピーメールをはじめ、一円玉募金、６年生の卒業を祝う取組

など、温かい子供どうしのつながりが見られる場面が多く、１つ進級した来年度の和田小が楽しみになりまし

た。来年度も「子供たちが楽しく通える和田小学校」を目指して取り組んでいきたいと思っております。 

さて、既にご承知のように緊急事態宣言は３月２１日まで延長されることになりました。新型コロナウイルス

感染症の拡大はまだまだ予断を許さない状況です。引き続き区教委の指導に基づき以下のような行事変更や生活

上の注意をしていきますので、ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。ご家庭におかれましても引き

続き感染予防対策を行っていただくとともに、万が一、感染、濃厚接触等のことが分かった際には、すぐにご連

絡いただけますよう改めてお願いいたします。また、感染された方、濃厚接触者の方への気配り等にもご配慮い

ただけましたら幸いです。 

２０２１も子供どうしのつながりを大切に 
～今年度の皆様方のご協力に心より感謝申し上げます～ 

 

校長 山岸 寛也 

〇タブレット端末の貸与について 
杉並区では ICT環境の整備に伴い、子供一人につき一台の専用タブレットPCの配備と設定を行っていま

す。本校でも校内での使用や、持ち帰った上でご家庭での充電及び使用などを行っていきます。ご家庭での

活用ルールなど、詳細は後日お知らせします。 
※和田小ホームページアドレス「 http://www.suginami-school.ed.jp/wadashou/ 」 
※PTAホームページアドレス「 https://wadashou.blogspot.com/ 」 

〇緊急事態宣言の延長に伴う新型コロナウイルス感染症対策の徹底について 
①一旦延期しました３学期末の保護者会ですが、緊急事態宣言中には実施できませんので今回は中止にさせ

ていただきます。（６年生については小学校生活最後の保護者会になるので、感染対策をした上で短時間実施

する予定です。）後日、保護者会資料と来年度の行事予定を配布いたします。ご不明な点はお問い合わせくだ

さい。なお、ご覧いただく予定でした作品展等の紹介は４月の保護者会で行います。 
②３月１３日の土曜授業に実施予定の道徳授業地区公開講座につきましても、緊急事態宣言中ですので中止

にさせていただきます。今年度は授業参観ができない学年があり、申し訳ありませんでした。 
                   ～今後、状況が変わるようでしたら改めてご連絡いたします。 

http://www.suginami-school.ed.jp/wadashou/
https://wadashou.blogspot.com/


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校運営協議会より  

学校運営協議会より 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        
 
 

３月の行事予定 

６年生の学習・生活の様子 

  新型コロナウィルスの影響で、今年度は様々な行

事が延期となりました。そのような中でも、子供たち

は元気よく登校し、日々の生活に積極的に取り組ん

でいました。 
  移動教室の代替行事では、神奈川県にある八景島

シーパラダイスに行きました。ものすごい寒い中、

雨まで降ってきましたが、子供たちは楽しんで、イ

ルカショーを見たり、制限のある中でのアトラクシ

ョンに乗ったりして大満足な様子でした。 
  ２学期には、おやじの会が主体となり行った「学

校で遊ぼう」を実施しました。午前中は、校庭を中心

にフィールドレクレーションに取り組みました。決

められた時間の中で豆を皿から皿へ運んだり、段ボ

ールの箱をたくさん積み上げたり・・・。とても楽し

そうに活動していました。夕方からは、校舎全体を

使って、逃走中＆肝試しを行いました。たくさん放

出されるハンターに恐れ、逃げ回り・・・本当に良き

思い出に残ったことと思います。 
卒業まで後、数日。大変な年にはなりましたが、子

供たちはそのような中、皆様のおかげで精一杯過ご

すことができました。本当にありがとうございまし

た。あと少しですが、よろしくお願いします。 

３月の生活目標    生活指導部 

《１年間のまとめをしよう》 

  

入学した頃はランドセルが大きく感じら

れた１年生も学校に慣れ、毎日元気に登校

しています。また最高学年の６年生もさま

ざまな行事を経て成長し、いよいよ卒業へ

の準備が始まりました。 

３月は各学年とも１年間の総仕上げをす

る大切な時期です。学校では学習のまとめ

をし、１年間の学校生活を振り返り、自分

を見つめ直します。ご家庭でも、いろいろ

な経験をして成長してきた子どもたちの成

長を認め、新年度に向けた励ましの言葉を

掛けていただければと思います。     

 

（生活指導部 金子 泰子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      日 曜 行　　事 日 行　　事

8 月 ５時間授業 22 月 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４時間授業

9 火 避難訓練　　　　　　　　　　　　　　　　５時間授業 23 火 給食終　　　　　　　　　　　　　　　　　 ４時間授業

10 水 ５時間授業 24 水 修了式　　　　　　　　　　　※６年のみ３時間授業

11 木 ５時間授業 25 木 卒業式　　　　　　　　　　　※６年のみ登校

12 金 ５時間授業 26 金 春季休業日始

13 土 土曜授業 27 土

14 日 28 日

15 月 ５時間授業 29 月

16 火 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４時間授業 30 火

17 水 ５時間授業 31 水

18 木 ５時間授業

19 金 セレクト給食➏　　　　　　　　　　　　　５時間授業

20 土

21 日 春分の日

日 時 令和３年度 始業式 入学式

４月６日（火）

8：10～ 登校（通常通り）

9:10頃 下校予定

持ち物 ・上履き ・筆記用具

・防災頭巾 ・連絡帳等



 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）成果 

         

 
 

 

 

 

（２）課題 

 

 

  
 
 
 

昨年末に、保護者の皆様のご協力を得て、本校の令和２年度のこれまでの取組について評価をいただき
ました。保護者の方や児童からの回答を結果と考察にまとめ、教職員一同で共通理解をし、来年度の教育
課程の編成に活かしていきます。調査結果すべてを載せることはできませんが、特に重要な点を中心にお
知らせいたします。 

 
 

新型コロナウイルス感染症対策を講じて、学習や活動に制約がある中、約９割の保護者の方に肯定的な評価
を得ることができました。「新しい日常」にあっても学校の経営方針である「楽しい学校」作りへの取組がご理
解いただいてきていると考えています。そのほか「授業が分かるようになっている。」「他者と共によりよく生
きるための力が育まれている」なども高評価になっています。校内研究において児童が自ら学ぼうとしたり、
他者とのかかわりの中から学ぼうとしたりする力の育成に取り組んできたことも評価につながったと考えら
ます。 

昨年より肯定率が減少した項目に「小中一貫教育」「地域活動への参加」等がありました。新型コロナウイル
ス感染症防止対策のため、中学校や子ども園等との連携や地域との交流活動などが十分に行えなかったことが理
由にあると考えられます。今後も感染症対策を講じながら、外部とのつながりをどのように深めていくか考えて
いく必要があります。 
 また、「情報が十分になくて分からない」というご意見が例年より増えた項目がありました。なかなか来校す
る機会が取れず参観等が難しい中ではありますが学校の様子が伝わるような工夫と改善に努めていきます。 

令和2年度　教育調査アンケート集計表（保護者用）【全校】
とてもそ
う思う

ややそう
思う

どちらで
もない

あまり思
わない

まったく
思わな
い

情報が
十分に
なく回答
できない

5 4 3 2 1 0 合計

1
子どもの学校生活は、全体として満足できるも
のである。

146 195 26 5 2 3 377

2

連携する小・中学校による小中一貫教育（小・中学校の
教員による協働授業、児童・生徒の交流など地域活動へ
の参加等）が進められている。

44 108 100 44 9 73 378

3
学校は、自校の教育活動に関する評価結果とそ
れに基づく改善策等の情報を提供している。

74 159 83 31 2 29 378

4
学校では、子どもが安心・安全な学校生活を送
ることができる学級づくりを行っている。

149 177 34 15 0 3 378

5
子どもは、学校の授業を通して、分かることや
できることが増えている。

180 174 15 7 1 1 378

6
学校は、子どもの学習状況を適正に評価してい
る。

131 183 40 13 1 9 377

7
学校は、ICT機器（電子黒板やデジタル教科書
等）を活用した授業を行っている。

139 154 41 17 4 25 380

8
子どもは、学校での生活を通して、他者と共に
よりよく生きるための力が育まれている。

153 177 39 4 2 3 378

9

子どもは、学校での生活を通して、体力や食、
生活習慣をはじめ健康な生活を送る力が育まれ
ている。

182 157 35 2 1 1 378

10
学校は、子どもたちの発達に関する課題など、
障害理解を深める情報を提供している。

50 121 92 39 9 67 378

11
学校は、家庭や地域と連携・協力して教育活動
を行っている。

130 178 55 7 2 6 378

12
読書（朝読書、図書）に取り組むことで、読書
に親しむようになっている。

134 145 71 22 6 0 378

13
デジタル教科書やタブレットを使うことで分か
りやすい授業になっている。

85 132 91 21 6 42 377

14
学校からの宿題に取り組むことで、家庭学習の
習慣が身に付いている。

102 177 67 21 10 1 378

15
いじめや不登校などに対して、未然防止、早期発見、解
決に向けて、教員が協力して取り組んでいる。

71 157 81 22 7 40 378

16 子供は家庭や地域で進んで挨拶をしている。 88 155 90 32 9 3 377

17

学校での生活を通して、子どもに、地震や火災など、
様々な危険を予測し、回避する力が育まれていると感じ
ている。

94 176 82 15 5 6 378

質問 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

令和2年度教育調査（保護者用）

とてもそう思う ややそう思う どちらでもない あまり思わない まったく思わない 情報が十分になく回答できない

学校独自



 
（１）成果 

         

 
 

 

 

 

（２）課題 

 

 

 
 
 （３）＜学習＞ ICT 機器（タブレット PC、プロジェクター等）があると授業が分かりやすい。（５・６年児童 
 

 
 

令和2年度　教育調査アンケート集計表(児童用）【５・６年合計】
とても
そう思
う

ややそ
う思う

どちら
でもな
い

あまり
思わな
い

まったく
思わな
い

質問の
内容が
よく分
からな
いとき

5 4 3 2 1 0

1
先生は、クラスのみんなが分かり合い、協力し合えるようにしてく

れている。
95 36 3 3 0 5

2
授業では、自分の得意なところを伸ばしたり、苦手なところを少な

くしたりできるように、個別に教えてくれている。
51 52 18 9 5 7

3 学校の授業によって、分かることやできることが増えている。 88 35 7 3 3 6

4
先生は、授業で自分ができたことを誉めてくれたり、間違えたとこ

ろを教えてくれたりしている。
83 42 7 4 1 5

5 先生は、授業において電子黒板やデジタル教科書を活用している。 105 23 4 4 0 6

6
先生は、今の授業で学習していることが、前の授業や今後の授業と

どのようにつながっているか、教えてくれている。
54 60 11 6 2 9

7
道徳の時間では、友達や家族、地域の人たち共によりよく生きるこ

との大切さについて、みんなで話し合っている。
67 42 22 5 0 6

8 先生は、健康な生活を送るために必要なことを教えてくれている。 68 48 11 4 1 10

9
先生は、地域の人たちと協力しながら、授業や学校行事をよりよく

してくれている。
65 49 12 5 1 10

10
友達や先生、家族のことなどで悩んだとき、学校に、相談できる大

人（先生、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、

地域の人など）がいる。
81 25 18 4 6 8

11
地震火事様々な危険を予測して、避けるための知識や考え方を学ん

でいる。
65 41 19 6 2 9

12 ハンカチやティッシュを毎日、身に付けている。 67 25 24 13 10 3

13 早寝、早起きをして、朝ご飯をしっかり食べている。 76 25 18 15 4 4

14 ICT機器があると、授業がわかりやすい。 94 23 9 3 4 9

15 読書（朝読書、図書）を通して、読書に親しむようになっている。 72 37 12 5 9 7

16 宿題に取り組むことで、家庭学習の習慣が身に付いている。 55 45 17 8 9 8

17 家では宿題以外に進んで学習をしている。 70 30 17 10 11 4

18 学校や家で進んであいさつをしている。 80 30 16 6 6 4

質問 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

令和２年度教育調査（児童用）

とてもそう思う ややそう思う

どちらでもない あまり思わない

まったく思わない 質問の内容がよく分からないとき

児童にとっても新型コロナウイルス感染症対策で学習や活動が制限され、大変な年でした。その中でも、「先
生はクラスが分かり合え、協力し合えるようにしてくれている」「できたことをほめてくれる」に対しての肯定
率が 9 割以上と大変高い結果でした。その他の項目からも、児童が先生方に対して信頼を寄せていることが分
かります。 
新しい日常の中「楽しい学校の実現を」を目指し教員も努力をしたが、児童もそれに応えようとし、その児

童を各ご家庭が支えてくださったおかげでだと感謝しております。 

昨年より肯定率が減少した項目が「早寝早起き」「ハンカチ、ティッシュの携帯」などの生活態度に関する事
柄でした。新型コロナウイルス感染症防止対策のため、マスクの着用や手指の消毒など定着しつつある一方で長
い休業期間もあり生活リズムが整えにくくなった児童もいました。また、漠然とした不安を覚えている児童もあ
り、学校では個々の気持ちに寄り添うよう心掛けながら丁寧に対応するようにしてきました。 
引き続き、ご家庭と協力し児童が安心して楽しく通える 

学校を目指して学習だけでなく生活リズム等も整えられる 
よう支援を行っていきます。 
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